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本お知らせは、経済産業記者会、経済産業省ペンクラブ及び消費者庁記者クラブに配布しています 

  2 0 1 9 年 2 月 2 2 日 

Ｎ Ｉ Ｔ Ｅ （ ナ イ ト ） 

独立行政法人製品評価技術基盤機構 
法人番号 9011005001123 

 

2 月 NITE 記者説明会開催のご案内 
 

NITE（ナイト）［独立行政法人製品評価技術基盤機構、理事長：辰巳 敬、本所：東京都渋谷区西原］

は、2019 年 2月 28 日（木）に本所ナイトスクエアにおいて、記者説明会を開催します。 

1．テーマ 

誤った使い方が火災の導火線に！ 
～配線器具や充電ケーブルで火災、やけどが発生～ 

 

2．記者説明会開催概要 

日 時：2019 年 2月 28 日（木）10:00～（開場 9:00～） 

会 場：ナイトスクエア 

    （東京都渋谷区西原 2-49-10 NITE 1 階） 

説明内容： 

冬場はこたつや電気カーペットなどの電気製品の暖房器具を使う機会が多

くなります。延長コードやテーブルタップなどの配線器具を使用する機会も

増えますが、これらの配線器具による事故が毎年発生しています。 

2013 年度から 2017 年度の 5 年間に NITE（ナイト）に通知された製品事故

情報では、配線器具の事故は 367 件あり、事故の被害状況をみると死亡事故

が 6 件発生しています。また、配線器具だけでなくスマートフォンなどで使

用する充電ケーブルの事故についても 2013年度～2017年度に 86件の事故が

発生しています。 

これらの事故事例と事故防止のためのポイントを再現映像を交えてご紹介

いたします。また、当日は事故の再現映像を収録した DVD を配布いたします。 

 

参加を希望される方は、記者説明会前日（2月 27日（水）） 18:00 までに、下記「お問い合わせ先担当者」

へご連絡ください。会場準備のために必要ですので、ご協力くださいますようお願いいたします。 

 

  

報道各位へのお知らせ 

お問い合わせ先 

独立行政法人製品評価技術基盤機構 製品安全センター 所長 新井 勝己 

担当者：リスク評価広報課 柿原、佐藤、前野 

 2 月 26 日（火）まで 

電話：06-6612-2066 FAX：06-6612-1617 

 記者説明会前日（2月 27日（水）） 

電話：03-3481-6566 FAX：03-3481-1870 
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3．会場のご案内 

 

 

[ 電車でお越しの場合 ] 

 京王新線「幡ヶ谷」駅から 

徒歩約 10分  

 

 小田急線・東京メトロ千代田線 

 「代々木上原」駅から徒歩約 15分 

 

 

4．当日入館時のご注意 

NITE 本所（東京都渋谷区西原）では、入館管理システムとして、セキュリティゲートを導入してお

ります。入退館の際は、受付にて発行する入館許可証が必要となりますので、お手数をおかけいたし

ますが、ご協力くださいますようお願いいたします。 

入館時：受付で外来者用入館許可証をお渡ししますので、セキュリティゲートの読み取り部分にか

ざして入館してください。 

退館時：入館許可証を受付に返却してください。 

※ 庁舎内では、入館許可証を首からお掛けください 

 

5．説明内容概要 
冬場はこたつや電気カーペット、電気ストーブなどの電気製品の暖房器具を使う機会が多くなります。

延長コードやテーブルタップなどの配線器具を使用する機会も増えますが、これらの配線器具による事

故が毎年発生しています。 

2013年度から2017年度の5年間にNITE（ナイト）に通知された製品事故情報では、配線器具の事故は

367件ありました。その中で、延長コード及びテーブルタップによる事故は276件と最も多く、配線器具

の事故全体の約75%を占めています。その他にコンセント61件、マルチタップ16件の事故などが発生し

ています。事故の被害状況をみると367件のうち、235件（約64%）が火災を伴っており、また、死亡事

故が6件発生しています。 

配線器具の事故は誤った使い方などによる事故が多く発生しており、正しく使われていれば防げた事

故も多いと考えられます。ほこりをためない、コードを傷付けない、最大消費電力を超えて使用しない

など、使い方に注意して事故を未然に防ぎましょう。また、今回はスマートフォンなどで使用する充電

ケーブルの事故についても2013年度～2017年度に86件の事故が発生していることから、事故事例及び注

意点について説明します。 

 


